
；今なお，噴気活動が続く；
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第38回「森林レクリエーション・ｉｎ知線を描きます。スタートから急な登りとなり

床」『知床硫麓山新噴火□登山と植物観察」ますが．少し登ると傾斜は畷＜なりミズナラ．

を．８月２０日（水）に実施しましだ。ミヤマハンノキ．ダケカンパなど蟻小し庭木

コースは．硫黄山登'11全行程の３分の１で壇われ庭樹木のトンネルが続きます。木々

程度．現在も激しい噴気・熱水活動が糠いにはコエゾゼミが残留を糟しむかのように囮

ている新､H1火□館１号火口までの登山です。き止哉硲喧騒の中．心地好い汗を流しながら

参加者は偲数45名で．年齢23才から83才少しづつ登って行きます。

まて．応募人員１００名を超える中から柚種鰡に出ると視界は開け．右手眼下には力

選で選ばれ厄幸運柱みなさんむす。ムイワツカの滝．握り返れば園つ膏なオホー

午前11時ごろ．観光で有名紅カムイワツツク海など自然の雄大さに．登りの辛さも亜

力の滝近くにある豊山ロから登山を開始しされていましだ。さらに進むと登山道の崩壊

ましだ。樫勢53名の長い隊列がスロープにしだ圏所や堆積する岩の塊を四肢を使って進

み．最後の火山礫を登り1２
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知床・新たなる魅力
羅臼湖で初のイベント

時30分ごろ新噴火口に到騎

しましだ。

朝早く出発してきだ参加

者だちは少々遅い昼食邉待

ち望んこいだように．思い

思いの墹所ご和気あいあい

と食噸をしだ後．周囲を放

簾しだりなとして－時の休

憩を楽しんこいましだ。

新噴火□をパックに全員

芒里全国影をし13時ごろ下

山をしました。１日中．晴

天に恵まれみなさんとても

第37回「森林レクリエー

ション・ｉｎ知床」『極鉤型

察・羅臼湖湖沼遡り」を．

８月２日⑪実砲しましだ。

含回は初めてのコース莚．

帯広営林支局齪津営林署が

管理する国有林で．登山コ

ース沿いに点在する湖沼群

と最終目的地の羅臼湖こす。

穆加者は男性10名を交え

庭鰹数48名で，午前10時３０

分ごろ塑臼瑚普ＩＩＩｎから登

山を開始しましだ。

闇高700,級のこの一帯は

吹壹下ろす風で樹木は変形し、

見られる亜高山帯ですが．温’

溝足そうこしだ。
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●タン・タダン・タン・ターン…jaぷだの名が僻還のこの地Iご……朔北辺境の気候風土

離子太鼓を練習する音が街中に咀己＜と．は耐え聴く……衣囲食騒共に乏しく水Zn病の

しれとこの夏は始まる。●しれとこれぷだ蔓延するところとなり……国群津軽へ帰泪し

は．文化四年（1807年）斜里で北方笹蝿に左者わずか十七名にすぎず，その多くは斜里

当左つだ津軽蓮±殉難慰霊の輯により．友温所創鴎期の硬石と他しだ……・とある。

好都市弘前市との交流で昭和58年から始め●傍らに文化九年．ゆかりの者庭ちか建立し

られだという。●役UB庁舎の恵手．紺碧の庭津軽藩±死没者の供91碑（斜里町指定有形

オホーツク海が望まれる砂丘の上に．津軽文化財）が．害添うように佇む。●今年のし

藩士殉難慰璽の碑は．セミの咀声が澄み渡れとごねぷだ祭りは．７月25～27Ｂに真夏の

る深い豆木立の中にある。●碑文に゛北方熱気にあふれて綴り広げられだ。ねぷだが終

の風霊急を告げる文化四年……津軽藩士百わると知床の空は秋の風が認い始める。

吹豈下ろす風で樹木は変形し、ハイマツが

見られる亜高山帯ですが．湿原や小沼が点

在する高暦湿原どもあります。周囲は－万

にラウス岳を始めとする高山を形賎するな

ど．造形と配置の妙で人々を魅了している

ところごす。

「－の沼」は小さく、ハイマツや姪い樹群

に包まれて静寂荘ところ。

「=の沼」はラウス岳とセットで－段と映

えるところ。

「三の沼」は水を湛えて光り．ここからは

低湿地帯がコースと怠るところ。

「四の沼」はヒオウギアヤメの群落がよく，

［五の沼」はヨシ芯とご地味な装いとなって

います。

「羅臼湖」は水深1.町．周囲６kmで．頃高
720mのところにあります。木道沿いの湿原に

はトウゲブキの興花や．アオチドリの薄緑花

の群落が見甲でしだ。当日は往復５hm余り琶

的３時間かけ．山．森．湿原花々・野島の

声など自然があふれている中を歩きましだ。

ここは簡単には行けない秘境という思い

が先行しがち趣ところで．そのせいか参加し

】Eみなさんは今日の－日を悪んこいましだ。
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除伐作業を体験しましだ 体験畳とおして

森林の理解をキィ望置ブゴ､￣矢ロロミテミョ胡＝Ｅヨ錫窪翻現塞冨

知床森林センター

知床森林センター乙は．平鴎9年

度から国民参加の森づくりの一環と

して．新疋に体験林業を実施しまし

だ。

これは．日頃森林への興味はあり

つつも．森林に接する機会のない方

まだは少ない方々に対し,じかに森

づくりを体験することで森林のはだ

す役割などを理解してい左だくこと

を目的としています。

本年度は春は植樹．夏は除伐の体

験林業を実麓しましだが．参加者か

らは．「負函怠体験ができだ」「－

人でも多くの国民が．このような体

験をして森林を大切にしてほしい」．

「山づくりのだめの目に見えない苦

労が分つだ」，「体験林業に参加し

庭ごとむ．新聞やテレビのニュース

を見る目が変わつだ」芯との感想が

寄せられています。

当センターとしても．本年度の実

砲状況荘と遷踏まえ．来年度もこの

体験林業を引続き行っていくことと

しています。，
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第15回「森とのふれあい」『森の手助け，

除伐作業と自然観察」を，７月４日（金）

実施しましだ。

合回は轟きつくる過程での．除伐作業

（育てる樹木の生育を妨げる他の樹木やつ

る類を取り除く作業）を体験して．あわせ

て森の働き壷理解してい】Eだく「自然ＩＤＩ察」

です。

近隣市町からの18名の鯵加者（男性７名

女性11名）は．午前９時頃センターを出発

し、一路除伐作業地に向かいましだ。

作業地は知床半島の付け根で．オホーツ

ク海津職から林道を内陸部に約4..入つだ

地点で．林道沿いにある植栽後15年経つ尼

アカエゾマツの人工林です。

作業開始iiUに．怪我やハチの飛来に飼え．

ヘルメットや防蜂網・防蜂手袋をつけ．ま

だ作業用屡盤蚕つけて装価完了です。

作業の脱明．注意願項．職員による実演

き行いその後三班にわかれそれぞれの作

業地に向いましだ。
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◆山奥に入って．植林し逼後の除伐作業の一

部を体験ごきだごとは合後なにかと参考に

怠ると思っています。林蕊関係者の目に見

えない苦労が身にしみてわかりました。

◆植樹・除伐・囲伐・下刈なとはわだしも

カラマツの山林所有者ですので特別の関心

ごとこす。

◆夏休み東京から来る孫だちに脱明ごきる沢

山の資料がこき．「森とのふれあい」を教

えだし､と思っています。

◆災害（蜂刺されも含み）から身を守るとは

いえ．ヘルメットは函いし．ネットを付け

るとむし暑く,現堀ご働く人だちの苦労を．

合回短い時間でしだが

除伐する木は手鋸で切ります。はじめのう

ちはきこちなかつ逼鋸もすぐ馴れて．スム

ースに切ることかできましだ。

中には切つだ木が倒れず苦労しましだが．

みんなで力を合わせて倒していまし廷。
作業時間は－時間ほどの短し時間こしだが．

作業のあとみなさんはそれぞれの感慨を通ぺ

この除伐体験から何かを感じ取つだようです。

午後からは堰所を「知床五湖」に移し．自

然観察を行いましだ。

長い年月を経逼ミズナラやイタヤカエテな

どの大木や．湖面に咲くエゾヒツジグサやネ

ムロコウホネなどの水蓮を観察しましだ。森

とは小島がさえすっていましだ。

コースを巡りながら．過酷怠知床の自然環

腕が造りあげ雇多くの現象を観察しまし渥。

中でもトドマヅの幹に歴然と割譲れだエゾ

ヒグマの凄まじい爪痕には歓声が上がり．身

近にのぞき込んだり毘念写真を撮っていまし

だ。

当曰は一日中蒸し暑い天気こしだが．午前

中は除伐作業の体験．午後からは塙所を変え

ての自然観察と．変化のある一日をつつかな

く終えることがどきましだ。

体験することができま

しだ。

◆除伐作葉の手頂怠とは

わかりました。実鰯作

業に携わっている人だ

ちのご苦労を知ること

ができて良かつだと思

っています。

◆知床五湖にはよく行き

ますが．舎回の自然観

察会は，わかりやすい

脱明ご゜五湖の良さを

再発見しましだ。ﾋﾟ５－=－つヂーニーヘイコ＆』｣－Ｆ…j竺一弓～『べく上〆-〒～」


